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(

2

)

全
文
を
現
代
語
に
訳
せ
。

二
0
二
四
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

【

修

士

課

程

】

専

門

科

目

日
本
史
学

n
ー

ス

[
-]
（古
代
）
•
[
己
（
中
世
）
•

[
三
]
（
近
世
）
•
[
巴
（
近
・
現
代
）
の
う
ち
、
自
分
の
専
攻
す
る
時
代
の
問
題
を
選
ん
で
解
答
せ
よ

。

但
し
、
複
数
の

時
代
を
選
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
。

問
[
-
]
（
古
代
）
次
の

A
.
B
二
問
に
答
え
よ
。
但
し
、
解
答
用
紙
に
設
問
の
記
号
・
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。

次
の
天
平
宝
字
八
年
七
月
の
出
来
事
に
関
す
る
史
料
を
読
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設
問
に
答
え
よ
。

甲
寅
。
新
羅
使
大
奈
麻
金
オ
伯
寺
九
十
一
人
到
1

著
大
宰
博
多
注
＿
遣
一
右
少
弁
従
五
位
下
紀
朝
臣
牛
養
。
授
刀
大
尉
外
従

ラ

＾

シ

ム

）

五
位
下
粟
田
戟
臣
道
麻
呂
斐
問
a

其
由
緒
一
金
オ
伯
寺
言
曰
．
唐
國
勅
使
韓
朝
彩
自
祗
溢
こ
ー
末
―
K
．
送
―
-
日
本
國
僧
戒
融
ー

｀

ム
ル

r
セ

ニ

＿

｛

ン

ヌ

シ

・ー

ラ
＾

―ー

―ー

ル

”

―

―

マ

テ

―

ー

ト

y

．ッ

ク

y

J

テ

ノ

テ

ス

ト

セ

・マ

r

令
逢
＂
本
郷
已
畢
。
若
平
安
師
珈
郷
者
．
嘗
治
2
n

報
信
＿
而
至
u

子
今
日
＿
寂
無
放
求
―
貢
宜
差
“
此
使
＿其
消
息
欲
A
全
天
子
祉
い

ラ

セ

ン

ガ

ニ

テ

費
執
事
腹
参
天
宰
府
＿
其
朝
彩
者
．
上
道
在
秘
於
新
羅
西
津
一
本
國
謝
恩
使
蕪
刊
金
容
為
如
f

n大
宰
報
牒
ー
寄
曲
~
朝
彩
五
在

・`

チ
タ
チ
（印
）

＿

ー

グ

セ

・
ナ
ク

ノ

入

ル

J

・

ー

ラ

9

y

テ

ス

t

v
ラ

ク

＾

）

テ

ナ

う

ン

9

J

．

ン

ト

テ

涼
未
蕊
竺
問
日
。
比
末
彼
國
投
＞
化
百
姓
言
。
本
國
登
＞
丘
＾
幣
脩
．
是
疑
日
本
國
之
末
問
＞
罪
也
．
其
事
虚
責
如
何
｀
封
日
。
唐

・ー

シ

テ

テ

y

ヲ

キ

ラ
シ

ム

9

/

ニ

ト

ク

9

9

J

―

―

國
擾
麒
海
賊
定
繁
．
是
以
懲
登
甲
差
防
1

守
縁
邊
＿
乃
是
國
家
之
設
．
事
既
が
虚
及
浜
師
旦
大
宰
府
報
i
牒
新
羅
執

ュ

ク

ス

ル

―

ー

テ

P

.

-

9

テ

、

夕

a,-

J

ラ

ク

グ

一

ノ

テ

ク

テ

3

ュ

＾

t

ン

t

J

テ

ニ

y

、
事
日
。
捺
」
案
内
一
康
乾
政
官
符
懺
微
大
宰
府
解
桐
＿
圏
新
羅
國
牒
稽
依
韓
内
常
侍
請
欲
＞
紐
僧
戒
融
逹
不
＿
府
具

グ

ヘ

リ

ナ

テ

リ

a'_,.,.―――ー
セ

リ

t-

ク

／

ヂ

ム

シ

う

訣
申
上
者
。
以
。
去
年
十
月
一
従
・
高
麗
國
一
還
5

蹄
聖
朝
面
告
丑
承
細
帥
令
囀
報
知
一

(

1

)

全
文
を
読
み
下
せ
。

(

3

)

傍
線

a
に
記
さ
れ
て
い
る

「高
麗
国
」

に
つ
い
て
、
知
る
と
こ
ろ
を
述
べ
よ
。

A 

入
学
試
験
問
題

※
解
答
は
別
紙

G
B
•横書
）

i I f 



承
和
元
年
八
月
廿
日

」—し

例
姿
炉
之

a

應
＞
給
這
唐
使
宰
斎
國
寧
―

1

カ
零

□
太

政

喜

（
二
）
全
文
を
現
代
語
に
訳
せ
。

(
-
)
常
用
漢
字
を
用
い
て
、
全
文
を
読
み
下
せ
。

B
次
の
史
料
を
読
ん
で
問
い
に
答
え
よ
。

二
0
二
四
年
度

【
修
土
課
程
】

（
三
）
本
史
料
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
知
る
と
こ
ろ
を
述
べ
よ
。

右
蓋
案
頁
太
政
官
去
延
暦
廿
一
年
六
月
廿
七
日
下
＿
一
民
部
省
森
迫
四
太
政
官
去
賓
編
七
年
九
月
十
五
日
下

l
l

同
省
一
符
悟
゜

〔

砕

王

J

使
入
亭
界
國
。
為
砿
竺
其
身
一
宜
，
給
職
田
以
助
る
家
業
面
」
事
力
徽
孔
包
於
＞
事
不
＞
穏
。
身
不
＞
直
＞
國
。
不
祈
可
釜
芦
び
者
。
右
大
臣
宣
｀

，

〔

豆

野

＇

件
人
寺
奉
＿
一
使
絶
域
＿
蓬
渉
槍
波
一
推
箕
瞼
難
云
ご
伊
優
賞
一
宜
五
給
事
カ
ー
ニ
把
見
任
玉
者
．
今
跛
右
大
臣
宣
犀
塁
且
坤
笠
延
暦

専
門
科
目

日
本
史
学

コ
ー
ス

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

入
学
試
験
問
題

※
解
答
は
別
紙
（
恥
）
・
横
書
）
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A 
問
[
二
]

(

1

)

読
み
下
し
文
を
記
せ
。

(

2

)

本
史
料
の
文
書
名
を
記
し
た
上
で
、
当
該
文
書
の
様
式
や
機
能
に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
を
述
べ
よ
。

(

3

)

本
史
料
全
体
の
大
意
を
記
せ
。
適
宜
補
足
説
明
を
加
え
て
構
わ
な
い
。

可
早
任
前
薩
摩
守
公
業
法
師
幻
墨
，
後
判
譲
状
令
男
公
員
領
知
出
羽
国
秋
田
郡
湯
河
沢
内
湊
地
頭
職
事
、

右
、
如
公
蓮
今
年
六
月
日
譲
公
員
状
者
、
件
所
者
、
奥
州
合
戦
之
時
、
依
軍
功
、
自
故
大
将
殿
所
給
也
、
雖
譲

公
蓮
二

給
伊
豆
守
妻
女
薬
上
、

被
載
式
目
畢
、

不
孝
公
蓮
死
去
畢
、
彼
女
房
子
共
非
可
知
事
、
悔
返
之
、
立
公
員
於
嫡
子
、
所
譲
給
也
、

以
和
字

公
蓮
計
定
事
、
聯
不
可
有
相
違
云
々
略
漢
字
、
如
頼
定
朝
臣
所
進
状
者
、
公
蓮
元
久
元
年
九
月
廿

九
日
成
給
下
文
於
亡
妻
藤
原
氏
女
、
承
元
四
年
七
月
廿
九
日
藤
原
氏
譲
女
子
薬
上
[
[
妻
状
者
、
公
蓮
所
加
判
也
、

就
彼
状
、
貞
応
元
年
十
二
月
廿
三
日
言
上
二
位
殿
之
間
、

御
下
文
也
、
愛
助
局
去
四
月
八
日
俄
令
他
界
畢
、
雖
無
譲
置
之
状
、
三
人
子
息
見
存
也
、
尤
可
相
伝
之
処
、

蓮
忽
譲
他
子
之
条
、
難
治
之
愁
也
、
二
位
殿
御
時
被
定
置
事
、

有
相
違
哉
云
々
者
、
如
被
定
置
状
者
、
代
々
将
軍
・
ニ
位
殿
御
成
敗
事
、
本
領
主
与
当
給
人
事
也
、
更
非
父
与

女
子
之
篇
、

凡
処
分
男
女
子
等
事
、

延
応
元
年
十
一
月
五
日

公
蓮
後
判
譲
状
令
公
員
領
知
湊
地
頭
職
之
状
、
依
仰
下
知
如
件
、

可
依
後
状
之
旨
、

（
中
世
）
次
の

A
.
B
二
問
に
答
え
よ
。

二
0
二
四
年
度

【

修

士

課

程

】

専

門

科

目

前
武
蔵
守
平
朝
臣
御
判

不
可
相
違
之
由
、
給
御
返
事
、
寛
喜
三
年
四
月
所
給

不
可
改
之
由
、
有
御
沙
汰
賊
、
何
限
此
事
、

具
載
同
状
畢
、
然
且
任
被
定
置
状
、

修
理
権
大
夫
平
朝
臣
御
判

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

日
本
史
学
コ
ー
ス

且
任
傍
例
、

入
学
試
験
問
題

※
解
答
は
別
紙
（
縦
）
・
横

書）

公可
可
任

3 / ? 



（
佐
久
）

両
通
昨
十
日
申
刻
参
着
、
再
往
再
返
披
見
、
先
以
肝
要
至
極
候
、
信
州
作
郡
之
面

々
、
弥
忠
信
を
存
詰
、
重

□d
磁
忘
候
裁
、
依
之
真
田
江
集
候
人
衆
も
引
散
由
専
一

候
、
子
細
者
如
何
共
候
へ
、
是
非
之
弓
矢
之
際
候
間
、
未
来
之
不
及
勘
、
速
可
取

成
所
、
千
言
万
句
二
候
、
倉
内
表
・
岩
ひ
つ
表
寄
居
之
事
、
無
余
儀
分
別
申
候
模

様
を
者
、
始
而
承
届
候
、
是
又
何
分
二
成
共
、
以
衆
儀
能
々
二
乱
明
、
当
陣
之
吉

・
~
・

事
二
さ
へ
成
候
者
、
拗
末
来
之
徳
失
、
御
取
成
専
一
候
、
尤
如
書
面
、
譜
代
相
伝⑩

 

之
地
二
候
共
、
当
家
滅
亡
二
、
争
可
替
候
、
塩
味
之
前
二
候
間
、
不
及
申
立
候

一
、
真
田
模
様
、
是
又
得
心
申
候
、
右
二
如
申
、
当
陣
之
無
異
儀
、
専
二
さ
〈
成
候

者

、

末

来

之

儀

を

ハ

不

及

勘

候

、

・

一
、
小
幡
判
形
調
法
、
遂
出
仕
、
其
上
能
御
取
成
之
由
、
令
満
足
候
、
此
度
候
間
、

何
分
二
も
掬
名
利
共
二
、
為
国
家
与
無
内
外
御
走
廻
尤
候
、
国
家
無
相
違
候
ヘ
ハ
、

妾
者
其
二
随
、
何
程
成
共
名
利
可
立
事
、
勿
論
之
事
二
候
、
如
何
二
当
意
結
構
か

ら
せ
候
共
、
国
城
亡
候
ヘ
ハ
、
妾
者
其
二
不
随
而
不
叶
候
、
不
及
申
候
、
一
、

佐
竹
出
張
向
館
林
動
候
、
無
衆
二
候
、
宇
野
・
磯
な
と
、
為
懸
飛
脚
以
下
之
事
者

不

及

申

、

由

良

・

長

尾

堅

固

之

防

戦

候

、

可

御

心

易

候

、

一

、

礼

物

之

儀

二

付

而
、
始
中
終
之
書
立
、
能
々
見
届
得
心
申
候
、
我
々
者
不
是
耳
、
兄
弟
之
因
与
云
、

又
為
国
与
云
、
自
余
之
者
二
者
可
替
候
、
入
耳
儀
を
ハ
何
ヶ
度
も
可
申
候
、
又
由

断
候
へ
者
、
下
々
之
者
、
無
届
耳
二
候
条
申
事
候
、
始
中
終
心
得
申
候
、
肝
要
至

極
二
候
、
恐
々
謹
言
、

（

天

正

ヤ

甲

）

十
月
十
＿
日

（

北

条

氏

沼

）

安
房
守
殿

B
 

二
0
二
四
年
度

【

修

士

課

程

】

専

門

科

目

（

北

条

）

氏
政

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

日
水
臭
昂
ナ
「
一
ー
ス

入
学
試
験
問
題

-
※
解
答
は
別
紙
（
総
）
・
横
書
）

(

1

-

)

左
の
史
料
の
読
み
下
し
文
を
記
せ
。

(

2

)

左
の
史
料
の
傍
線
R
に
つ
い
て
、
こ
の
場
合
ど
う
い
う
意
味
か
記
せ
。

(

3

)

左
の
史
料
の
傍
線
R
に
つ
い
て
、
現
代
語
訳
を
記
せ
。

(

4

)

室
町
期
荘
園
制
に
つ
い
て
、
研
究
史
を
ふ
ま
え
て
二

0
0
字
程
度
で
解
説
せ
よ
。

※

w
e
b掲
載
に
際
し
、
左
の
と
お
り
出
典
を
追
記
し
て
お
り
ま
す
。

出
典
i
北
条
氏
政
天
正

10年
1

o

rn::1
1

日
の
書
状
よ
り
複
数
の
刊
本
に

収
録
さ
れ
て
い
る
内
容
を
出
題
者
が
そ
れ
ぞ
れ
を
突
き
合
わ
せ
て
校
合

の
上
複
製

（
花
押
）
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A 

問

[

三

]

二
0
二

四

年

度

早

稲

田

大

学

大

学

院

文

学

研

究

科

入

学

試

験

問

題

【

修

士

課

程

】

専

門

科

目

日

本

史

学

コ

ー

ス

※

解

答

は

別

紙

6
シ
・
横
書
）

左
の
史
料
は
、
結
婚
し
た
女
性
の
生
き
方
に
つ
い
て
貝
原
益
軒
が
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
読
ん
で
設
問
に
答
え
よ
。

人
は
万
物
の
霊
と
し
て
、
生
れ
出
る
と
ひ
と
し
く
、

（

着

）

つ
ね
を
と
る
善
性
有
も
の
也
。
あ
く
ま
で
喰
ひ
、
暖
に
著
て
、
何
の
な
す
事
も

な
く
、

い
た
づ
ら
に
月
日
を
送
り
て
、
お
し
へ
の
道
も
し
ら
ざ
る
は
、
鳥
類
畜

る
ゐ
に
異
な
る
事
な
し
。
父
母
五
り
ん
の
道
を
な
ら
ひ
得
て
、
我
に
導
か
せ
給
ふ
。

父
子
相
し
た
し
み
、
君
と
臣
と
互
ひ
に
義
あ
り
。
夫
婦
他
人
と
の
差
別
し
て

相
み
だ
れ
ず
、
長
幼
み
な
／
＼
其
席
を
守
る
べ
し
。
―
つ
に
徳
の
お
し
へ
、
智

と
は
、
我
心
に
物
の
理
を
わ
く
る
事
な
り
。
仁
と
は
、
こ
A

ろ
の
徳
に
て
、
物
を

愛
す
る
に
そ
な
へ
た
る
と
く
也
、
孝
と
は
、
よ
く
父
母
し
う
と
姑
に
つ
か
ゆ
る
道

な
り
。
既
に
嫁
し
て
後
は
、
舅
姑
に
仕
る
こ
と
第
一
な
れ
ば
、
幼
よ
り
そ
の
道
を

能
々
み
ち
び
き
習
し
む
べ
し
。
さ
ら
で
は
夫
の
家
の
法
正
し
く
、
老
人
の
戒
め
厳

な
れ
ば
、
俄
に
身
の
持
や
う
む
づ
か
し
く
成
し
様
お
ぼ
へ
て
、
的
面
に
逆
ひ
、
腹

立
て
、
果
々
は
夫
に
も
あ
か
れ
さ
ら
れ
て
、
人
に
後
指
を
さ
｀
＞
る
。
容
こ
そ
生
つ
き

た
ら
め
、
心
は
な
ど
か
賢
よ
り
賢
に
う
つ
さ
ゞ
ら
ん
。
道
を
守
ら
ざ
る
女
は
、
万

ひ
が
／
＼
敷
、
自
讃
識
他
の
心
ふ
か
く
、
も
の
ね
た
み
し
て
、
人
の
事
を
憚
な
く

い
ひ
散
し
、
鎖
細
な
る
事
に
、
物
と
が
め
詞
咎
な
ど
、
す
べ
て
あ
し
き
事
の
み

多
し
。
随
分
物
に
応
じ
、
慈
愛
の
心
有
て
、
起
居
も
静
に
、
夫
婦
兄
弟
に
も
、
別

あ
り
と
い
ふ
事
を
守
る
べ
し
。
一
た
び
夫
に
連
添
の
後
は
、
則
此
所
に
終
る
身
也
と
、

初
よ
り
合
点
し
て
、
よ
く
舅
姑
に
、
こ
A

ろ
を
尽
し
て
仕
ふ
べ
し
。
見
限
ら
れ
さ
る
A

事
は
、
其
身
は
云
に
及
ば
ず
、
親
兄
弟
一
類
ま
で
の
面
よ
ご
し
也
。
長
て
後
は
、

二
親
に
仕
へ
、
嫁
て
は
、
人
倫
の
始
と
云
て
、
夫
婦
あ
り
て
よ
り
、
親
と
な
り
子
と

な
り
、
又
孫
彦
迄
も
続
く
な
れ
ば
、
実
に
大
切
の
事
に
て
、
夫
婦
の
間
が
ら
だ
に
と
A

の
へ
ば
、
其
外
親
類
下
々
等
に
至
迄
も
、
お
の
づ
か
ら
安
ら
か
に
て
、
家
よ
く
と
A

の
ふ
べ
し
。

設
問
(

1

)

(

2

)
 

右
の
史
料
を
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。

近
世
身
分
制
社
会
に
お
け
る
家
制
度
と
女
性
の
地
位
に
つ
い
て
、

と
こ
ろ
を
述
べ
よ
。

（
近
世
）
次
の

A
.
B
二
問
に
答
え
よ
。

天
理
を
我
心
に
備
へ
て
、

考
え
る
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(

1

)

 

系
図
畢

傍
線
部

a
「
南
蛮
」
に
つ
い
て
、
知
る
と
こ
ろ
を
簡
単
に
記
せ
。
内
容
は
、
南
蛮
の
語
に
つ
い
て
、

を
踏
ま
え
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
限
り
に
お
い
て
、
右
史
料
の
文
脈
を
顧
慮
す
る
必
要
は
な
い
。

(

3

)

右
史
料
が
、
傍
線
部
C

の
地
域
で
作
成
、
伝
存
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
、
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
を
述
べ
よ
。
作

成
年
次
お
よ
び
内
容
に
は
、
研
究
史
上
疑
問
が
呈
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
点
を
顧
慮
す
る
必
要
は
な
い
。

(

2

)

傍
線
部

b
を
現
代
日
本
語
に
訳
し
な
さ
い
。

十
時
寛
永
十
年
酉
一
二
月
日

守
文
草
創
魏
徴
房
玄
齢
所
論
也
、
然
共
文
能
経
天
武
能
緯
地
有
武
莞
文
無
以
懐
遠
有
文
無
以
禦
乱
、
是
又
故

人
謂
宜
乎
哉
、
故
兵
呉
外
雖
顕
凶
器
形
内
神
武
不
設
徳
具
天
神
十
握
剣
涅
三
尺
類
皆
以
同
是
太
平
世
者
弓
不
用

t

a
I
 

貫
吊
芙
、
夫
鉄
抱
之
術
用
本
起
者
往
t
自
南
蛮
国
牢
都
列
頓
那
敬
王
祖
時
於
荒
摩
尼
屋
国
独
児
女
取
柑
子
傍
打
羊

飛
柑
実
忽
射
盲
羊
眼
蛮
諸
人
競
有
飛
宝
殺
生
理
成
寄
慮
工
作
、
此
兵
器
又
起
明
朝
支
、
初
養
山
有
鬼
号
勝
鬼
失

人
命
哉
不
知
其
数
此
持
彼
抱
術
知
有
妙
近
之
退
治
於
勝
鬼
i
q-
H
、
日
本
者
弘
安
年
中
大
元
国
蒙
古
責
来
九
”
n
J
J
之

時
従
異
訟
放
鉄
抱
火
矢
、
筑
紫
銅
卒
数
万
人
為
是
板
焼
殺
損
命
之
後
、
神
風
又
破
敵
船
蛮
兵
沈
海
底
、
故
我
国

全
然
此
兵
器
之
用
法
倭
人
雖
有
伝
流
之
願
思
不
叶
然
処
、
初
文
亀
元
年
永
正
七
年
従
南
蛮
国
相
続
渡
是
云
、
委

不
伝
妙
法
故
其
用
知
者
希
也
ー
子
時
天
文
八
年
八
月
二
十
五
日
南
蛮
国
大
舶
一
艘
漂
着
隅
品
種
子
嶋
碇
止
西
村

小
浦
船
中
蛮
買
有
百
余
人
出
向
浦
人
問
何
国
、
其
言
語
不
通
両
其
莞
専
濫
々
閉
口
、
其
中
大
明
国
儒
者
五
峯
便

舷
則
従
船
下
告
角
此
嶋
主
者
相
模
次
郎
時
行
的
係
号
穐
子
嶋
兵
部
丞
時
尭
其
長
男
織
部
時
正
会
五
峯
以
杖
書
砂

浪
客
何
人
万
峯
同
以
杖
書
答
真
砂
、
吾
是
大
明
国
俗
儘
五
峯
云
者
也
、
南
蛮
国
買
人
来
便
船
来
朝
外
船
客
者
蛮

夷
匝
不
知
於
五
論
道
、
其
眺
近
禽
獣
不
能
言
説
文
字
互
H

、
時
正
筆
談
終
又
云
此
湊
海
水
浅
非
大
船
止
所
自
是

隔
十
一
一
一
里
有
赤
尾
木
湊
彼
急
可
漕
入
依
告
之
、
同
二
十
七
日
大
訟
解
組
入
湊
頓
而
時
粍
出
会
日
向
国
以
龍
源
寺

僧
呂
忠
首
座
与
五
峯
令
筆
談
此
節
蛮
人
長
牟
良
叔
舎
所
持
手
従
三
尺
鉄
抱
発
火
如
雷
神
鳴
勁
為
堅
々
奥
不
破
石

巌
是
如
何
問
神
器
妙
術
不
対
時
尭
傾
叡
慮
我
今
学
是
為
日
本
末
世
妙
器
追
奸
退
俵
可
尽
国
主
忠
列
彼
蛮
長
成
引

出
物
厚
礼
以
懇
望
頻
者
感
其
重
礼
相
伝
、
其
教
云
今
此
鉄
抱
術
法
伝
受
有
一
―
一
方
『
至

1

正
心
思
無
邪
、
二

1

至1直
身

正
気
、
言
点

1

眼
精
砂
々
是
也
、
凡
兵
法
心
々
伝
心
者
己
心
正
治
其
気
心
所
目
鉢
用
一
致
、
忽
然
発
妙
用
寄
術
支

者
、
砦
以
自
己
以
曲
尺
分
寸
尺
天
理
可
中
眼
開
則
見
近
砂
見
遠
資
、
己
琢
磨
功
尽
則
鵠
無
不
巾
迎
伝
秘
術
上
者

a
J
譲
於
兵
器
進
鉄
抱
二
挺
、
時
発
大
悦
是
誠
可
為
宅
器
芙
、
其
年
九
月
九
日
射
初
鵠
烏
、
其
陪
臣
篠
川
小
四
郎

時
重
尽
朝
練
夕
磨
功
白
発
百
中
、
其
後
時
尭
大
守
嶋
津
修
理
太
夫
義
久
朝
臣
進
之
感
心
不
斜
尤
緞
亘
雖
為
好
軍

兵
具
終
可
致
天
ド
太
平
之
妙
器
也
、
足
利
義
睛
将
車
天
文
八
年
極
月
二
日
被
奉
献
之
、
其
後
紀
伊
国
根
来
寺
枚

坊
云
者
渡
種
子
岨
張
良
下
部
信
望
猶
依
深
之
時
尭
伝
之
、
又
於
此
嶋
鍛
冶
数
人
従
近
隣
郡
郷
呼
集
令
作
之
然
云

作
條
箔
不
叶
処
翌
年
再
蛮
訟
裸
着
訟
中
有
鉄
匠
壱
人
委
教
是
世
人
唱
笠
為
我
国
太
平
八
幡
太
神
顕
給
霊
験
欺

k

云
、
嶋
住
人
鍛
冶
金
兵
衛
清
定
錬
磨
作
数
十
挺
弘
筑
紫
此
時
泉
州
堺
居
住
橘
屋
又
三
郎
学
鉄
工
張
錬
以
令
流
布

其
時
相
州
山
伏
玉
粒
坊
峯
入
帰
路
壱
挺
買
取
是
為
土
産
北
条
左
京
大
夫
氏
康
献
之
、
是
則
於
小
田
原
知
鉄
抱
初

也
、
干
妥
於
江
州
知
鉄
地
根
元
者
天
文
十
三
年
辰
―
一
月
足
利
将
軍
義
晴
公
為
綻
意
先
年
従
南
蛮
国
鉄
抱
隅
州
種

，
寸
嶋
来
朝
之
後
学
之
雖
為
張
錬
未
是
些
少
而
防
大
敵
不
足
国
中
之
鉄
匠
以
廻
文
尋
出
之
義
張
錬
可
仕
旨
家
臣
晴

元
依
被
仰
渡
晴
元
蒙
命
被
尋
之
、
其
頃
江
州
坂
田
郡
国
友
村
云
所
甚
名
誉
之
有
鉄
匠
其
名
国
友
善
兵
衛
藤
九
左

衛
門
兵
衛
四
郎
助
太
夫
其
外
鉄
匠
鍛
錬
之
者
共
義
晴
公
諒
意
之
趣
睛
元
被
仰
渡
奉
承
尤
我
々
鉄
匠
者
乍
申
鉄
抱

之
義
未
工
作
是
仕
争
全
張
錬
与
可
仕
者
不
奉
存
候
得
者
併
鉄
工
者
家
業
候
得
者
御
本
之
鉄
抱
預
中
候
ハ
ゞ
鍛
錬

可
仕
（
中
略
）

（
中
略
）

給
銀
此
時
之
例
也
、
日
本
大
鉄
抱
於
江
州
国
友
初
而
工
作
職
也

B

左
の
史
料
を
読
ん
で
設
問
に
答
え
よ
。

c
江
州
坂
田
郡
国
が
御
鉄
抱
代
官

二
0
二
四
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

〖
修
士
課
程
】
専
門
科
目
日
本
史
学
コ
ー
ス

大
嶋
善
兵
衛

富
永
徳
左
衛
門

中
村
兵
四
郎

脇
坂
助
大
夫

史
的
要
素

入
学
試
験
問
題

※
解
答
は
別
紙
（
縦
し
横

書）

6 I 9 



莫

都

市

会

後
藤
新
平

『
最
暗
黒
の
東
京
』

復
興
局

※
語
句
の
配
列
は
順
不
同
で
あ
る

A

次
の
語
句
を
用
い
て
、

問
題
[
四
]

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

地

下

鉄

東

京

大

空

襲

昴
亨

（
近
。
現
代
）

枇
田
谷

煉

瓦

街

浅

草

公

園

日
本
の
近

左
の

A
.
B
二
問
に
答
え
よ
。

闇
市

新
宿

路

面

電

車

革

新

都

政

。
答
案
中
の
指
定
語
句
に
は
傍
線
を
つ

現
代
に
お
け
る
東
京
に
つ
い
て
、

け
る
こ
と
。

0
0字
程
度
で
記
し
な
さ
い
。

二
0
二

四

年

度

早

稲

田

大

学

大

学

院

文

学

研

究

科

入

学

試

験

問

題

【

修

士

課

程

】

専

門

科

目

日

本

史

学

コ

ー

ス

※

解

答

は

別

紙

（

国

・

横

書

）
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B
 

明

治

二

十

二

年

二

月

十

一

日

紀

元

節

。

今

日

憲

法

発

布

、

其

他

附

属

法

皆

発

布

さ

る

。

大

赦

令

出

づ

、

国

事

政

治

上

に

関

す

る

諸

犯

罪

人

一

斉

に

赦

免

せ

ら

る

。

午

后

新

生

楼

に

て

憲

法

発

布

祝

宴

開

筵

、

会

す

る

者

大

凡

四

百

人

。

全

国

有

志

連

合

大

演

説

会

を

久

松

町

千

歳

座

に

開

く

。

聴

客

充

満

、

余

謹

ん

で

日

本

国

民

に

訴

ふ

の

論

題

を

以

て

論

ず

。

本

日

亦

全

日

に

同

じ

く

開

会

す

。

本

日

又

演

舌

会

、

予

最

后

に

短

演

説

を

な

す

。

午

后

九

時

三

十

分

閉

会

す

。

右

三

日

間

の

大

演

説

、

実

に

大

隈

伯

の

条

約

改

正

案

を

攻

撃

す

る

が

た

め

開

き

た

る

処

に

し

I¥ I¥ 

月月
廿廿

七六

日日

八

月

廿

五

日

四

月

廿

八

日

明

治

十

五

年

一

月

十

七

日

明

治

十

三

年

三

月

十

日

明

治

十

一

年

九

月

十

一

日

明

治

八

年

五

月

一

日

明

治

六

年

四

月

十

九

日

五

月

十

八

日

愛

国

志

林

第

一

冊

を

出

版

す

。

専

門

科

目

以
下
の
史
料
は
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
憲
政
史
編
纂
会
収
集
文

書
」
の
う
ち
、
あ
る
人
物
の
日
記
写
本
か
ら
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。
史
料
を
読
み
、
設
問
に
答
え
よ
。

な
お
史
料
の
文
言
は
改
変
し
た
箇
所
も
あ
る
。

議

長

後

藤

象

二

郎

、

文

部

卿

大

木

喬

任

、

司

法

卿

江

藤

新

平

、

三

名

参

議

に

任

ず

。

井

上

馨

の

建

言

を

写

す

。

明

六

会

へ

往

。

a叫叫
『

、

b
叫

叫

バ

、

坂

谷

、

箕

作

、

福

沢

、

津

田

仙

、

田

村

、

九

鬼

と

会

す

。

西

村

自

主

自

由

の

解

と

い

ふ

説

を

出

す

。

五

月

十

二

日

西

村

茂

樹

へ

過

ぐ

。

六

月

一

日

行

李

着

く

。

手

紙

金

五

円

被

贈

。

明

六

会

社

へ

往

く

。

西

氏

三

保

の

続

三

篇

、

津

田

氏

死

刑

論

、

西

村

氏

政

府

人

民

と

利

害

を

分

つ

論

演

説

あ

り

。

七

月

一

日

朝

髪

を

鋏

む

。

午

后

よ

り

明

六

社

会

へ

行

、

西

村

権

利

の

解

、

西

三

宝

説

四

編

演

説

。

七

月

十

六

日

午

后

よ

り

明

六

社

会

へ

行

、

西

村

転

換

説

、

坂

谷

口

口

説

演

述

せ

り

。

十

月

十

四

日

午

后

西

村

先

生

に

過

る

。

十

一

月

一

日

津

田

真

道

に

過

る

不

在

、

西

周

に

過

ぎ

る

0
午

后

明

六

社

会

へ

行

く

、

西

村

ソ

ロ

ー

ル

・

ド

・

シ

ャ

ル

著

セ

ネ

ー

ル

・

エ

ジ

ケ

ー

シ

ョ

ン

講

説

、

津

田

仙

農

学

の

一

説

演

説

。

十

一

月

十

三

日

午

后

三

時

ま

で

西

村

茂

樹

先

生

に

過

り

大

に

質

問

す

。

八

時

よ

り

愛

国

社

興

立

に

付

幸

町

三

丁

三

番

地

長

亭

に

会

し

、

各

県

有

志

者

の

委

員

と

相

談

せ

ん

と

す

、

杉

田

定

一

、

竹

内

正

志

、

栗

原

亮

一

輩

、

傍

よ

り

激

説

暴

論

を

発

し

、

是

が

為

一

堂

翼

翼

然

と

し

て

十

二

時

に

達

し

談

未

だ

調

は

ず

し

て

散

ず

。

然

れ

ど

も

彼

輩

の

如

き

猶

ほ

立

志

社

を

舎

て

別

に

愛

国

社

を

立

て

ん

と

一

人

一

個

の

者

相

談

し

た

り

。

明

治

十

四

年

八

月

四

日

立

志

社

に

行

く

、

憲

法

を

議

す

。

八

月

廿

八

日

大

風

雨

。

幽

居

。

日

本

国

憲

法

を

草

す

。

八

月

廿

九

日

大

風

雨

。

幽

居

。

日

本

憲

法

を

草

す

。

高

知

裁

判

所

よ

り

召

喚

状

来

る

、

曰

く

、

酒

税

の

軽

減

を

目

的

に

し

て

諸

願

を

な

さ

ん

が

た

め

酒

屋

会

議

を

開

か

ん

と

し

て

檄

文

を

印

刷

配

布

し

た

る

に

よ

り

尋

問

す

べ

き

こ

と

あ

る

に

付

明

日

午

前

九

時

出

頭

す

べ

し

。

大

坂

警

察

本

署

へ

出

頭

す

、

全

国

酒

造

家

を

招

集

す

る

こ

と

も

な

ら

ざ

る

の

令

を

受

く

。

本

署

副

長

桜

井

警

部

其

の

達

書

を

渡

す

、

二
0
二
四
年
度

【
修
士
課
巴

日

本

史

学

コ
ー
ス

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

入
学
試
験
問
題

※

解

答

は

別

紙

（

縦

）

・

横

書

）
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二
0
0字
程
度
で
記
せ
。

推
測
さ
れ
る
か
。
五

0
字
程
度
で
記
せ
。

知
る
と
こ
ろ
を
五

0
字
程
度
で
記
せ
。

る
か
、

(

3

)

傍
線

b
の
人
物
に
つ
い
て
、
知
る
と
こ
ろ
を
五

0
程
度
で
記
せ
。

(

2

)

傍
線

a
の
人
物
に
つ
い
て
、
知
る
と
こ
ろ
を
五

0
程
度
で
記
せ
。

明
治
二
十
四
年

二
月
廿
六
日
帝
国
議
会
本
日
限
り
の
処
、
九
日
間
延
期
せ
ら
る
。
f
副
叫

T

伯
立
憲
自
由
党
を
閲
す
ol

三
月
三
日
本
日
議
会
へ
欠
席
。
g
予
算
に
関
す
る
特
別
委
員
の
報
告
を
賛
成
し
た
る
所
以
を
明
ら
か
に
す

る
の
書
を
作
る
。

朝
片
岡
健
吉
、
林
有
造
、
西
山
志
澄
、
山
本
幸
彦
、
北
川
貞
彦
来
る
。

帝
国
議
会
閉
会
。
夜
青
木
周
蔵
を
問
ふ
、
堀
内
節
来
る
。

(

1

)

明
治
六
年
の
抜
粋
に
記
述
さ
れ
て
い
る
事
項
に
つ
い
て
、
そ
の
政
治
史
的
な
意
味
を
一

0
0字
程

度
で
記
せ
。

て
、
演
舌
者
四
十
七
名
、
内
論
題
の
認
可
に
な
ら
ざ
り
し
者
＋
余
名
、
認
可
を
受
け
た
る
も
の

三
十
余
名
、
軌
れ
も
右
の
目
的
を
以
て
之
を
論
じ
た
り
。
聴
衆
は
毎
日
大
凡
三
千
人

、
拍
手
喝

采
の
声
大
山
の
崩
る
、
が
如
く
に
て
あ
り
き
。

c
条
約
改
正
如
何
、
印
刷
出
来
上
る
。

条
約
改
正
如
何
、
出
版
届
及
版
権
登
録
願
を
差
出
す
。

帝
国
議
会
初
め
て
召
集
せ
ら
る
。
衆
議
院
議
員
衆
議
院
（
内
幸
町
）
に
集
会
す
。
書
記
官
長
曽

根
荒
助
、
仮
に
議
長
の
職
を
行
ふ
。
議
長
候
補
者
三
名
を
選
挙
す
。

d
中
島
信
行
議
長
と
な

り
、
津
田
真
道
、
松
田
正
久
三
氏
当
選
す
。
副
議
長
候
補
者
三
名
を
選
挙
す
。
津
田
真
道
、

楠
本
正
隆
、
松
田
正
久
当
選
す
。

予
算
委
員
会
本
日
よ
り
起
る
、

e
予

算

女

員

会

べ

結

す

。

日

府

女

員

、

り

、

予

算

女

員

の

調

べ

の

如

く

な

れ

は

府

女

員

は

之

を

行

は

れ

難

き

も

の

を

認

む

る

旨

を

述

ふ

、

其

由

を

質

す

予

委

員

K

の

修

正

は

府

提

出

案

と

甚

だ

し

く

立
額
上
に
差
あ
り
、
此
の
如
く
あ
り
て
は
行
機
関
の
｀

転
を
な
し
難
し
、
故
に
然
り
と
の
旨
を
答
ふ

6

(

4

)

明
治
八
年
の
抜
粋
内
容
か
ら
、
こ
の
日
記
を
記
し
た
人
物
の
思
想
形
成
が
ど
の
よ
う
に
う
か
が
え

1
0
0字
程
度
で
記
せ
。

(

5

)

明
治
十
四
年
の
抜
粋
内
容
に
記
さ
れ
て
い
る
、
こ
の
人
物
が
起
草
し
た
「
憲
法
」
の
内
容
に
つ
い
て
、

(

6

)

傍
線

C

の
書
物
に
つ
い
て
、
八
月
の
記
述
と
の
関
連
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
と

(

7

)

傍
線
d
の
人
物
の
妻
に
つ
い
て
、
知
る
と
こ
ろ
を
五

0
字
程
度
で
記
せ
。

(

8

)

傍
線

e
、

f ヽ

g
な
ど
に
記
さ
れ
て
い
る
事
実
の
政
治
史
的
な
経
緯
に
つ
い
て
、
知
る
と
こ
ろ
を

(

9

)

こ
の
史
料
の
所
蔵
機
関
に
つ
い
て
、
知
る
と
こ
ろ
を
五

0
字
程
度
で
記
せ
。

〔

設

問

〕 一
月
四
日

一
月
七
日

十
二
月
六
日

十
二
月
廿
七
日

明
治
二
十
三
年

十
一
月
廿
五
日

九
月
十
一
日

九
月
十
三
日

二
0
二
四
年
度

【
修
士
課
程
】

専
門
科
目

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

日
本
史
学

コ
ー
ス

※

w
e
b掲
載
に
際
し
、
左
の
と
お
り
出
典
を
追
記
し
て
お
り
ま
す。

出
典
~
「植
木
枝
盛
日
記
」

（国
会
図
書
館
憲
政
資
料

室

「憲
政
史
網
纂
会
収
集
文
書
」

（五
写
史
料
）

入
学
試
験
問
題

※
解
答
は
別
紙
（
爺
）

・
横

書）

↑I f/ 



こ
こ
か
ら
記
入
す
る
こ
と

手又・

験
番
号

氏
9rr 

名
漢字

この欄以外に受験番号、氏名を記入しないこと。

漢字氏名がない場合は、ひらがなで記入すること。

日本史学

※選択分野に0を
記入すること

・古代

・中世

・近世

・近現代

（
裏
へ
続
く
）

総 点

1 / 6 



ー
こ
れ
よ
り
先
の
余
白
に
は
絶
対
に
記
入
し
な
い
こ
と

（
裏
へ
続
く
）

2/6 



こ
こ
か
ら
記
入
す
る
こ
と

（
裏
へ
続
く
）

3 / 6 



ー
こ
れ
よ
り
先
の
余
白
に
は
絶
対
に
記
入
し
な
い
こ
と

（
裏
へ
続
く
）

4 I 6 



こ
こ
か
ら
記
入
す
る
こ
と

（
裏
へ
続
く
）

5 / 6 



一J
れ
よ
り
先
の
余
白
に
は
絶
対
に
記
入
し
な
い
J
し
J

6/6 
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